
者
の
思
想
の
立
場
が
す
で
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。

切
。
円

r
o
F
u
r
a
n
-H
Cロ-〈
O
『臼

xu、
。
向
。
曲
目
以
O
円
口
回
同
可
円
。
臼
田
・

]
「
由
∞
吋

-
N
ω
n
目・

H
+
N
N
ω
唱
司
・
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L
-
E
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
著

、
ぬ
き
た
向
子
、
品
開

hn柏
崎

w
a
a向
刷
、
降
、
同
角
川
内
白
雪
『
白
川
町
。

ah咽

Haa角川、

a『

HR同
町
、

wa『
Hq時
弘
沼
町
、
氏
、

Ha.白
句
。
丘

a
h
a包
札

同

g担
。
き
町
内
阿
川
町
色
。
『
畑
、
・
同
九
判
例
。

l
H
M
w
b
w・

中

キす

哲

夫

著
者
が
序
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、

本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
大
事
の
歴
史
問
宇
部
に

お
け
る
皐
部
生
用
の
教
科
書
で
あ
る
。
こ
の
種
の
書
物
を
本
誌
の
よ
う
な
専
門

誌
で
書
評
す
る
の
は
、
日
本
で
は
異
例
の
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

理
由
と
本
書
に
糾
問
す
る
評
債
に
も
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
寄
稿
を
僻
退
す

る
致
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
矢
先
に
斯
界
、
気
鋭
の
典
芸
が
、
本
書

を
待
望
の
名
著
の
よ
う
に
扱
う
文
章
を
夜
表
さ
れ
た
。
評
者
が
最
も
遺
憾
と
す

る
の
は
、

本
書
の
構
成
、
理
論
上
の
特
色
、
準
設
史
の
う
え
で
の
位
置
な
ど
紹

介
し
な
い
で
、

「
日
本
人
研
究
者
が
及
び
も
つ
か
な
い
大
胞
な
中
園
祉
舎
経
済

史
解
律
」
と
激
賞
す
る
態
度
で
あ
る
。
事
情
に
通
じ
な
い
日
本
の
讃
者
に
無
用

の
誤
解
を
輿
え
か
ね
な
い
の
で
、
こ
こ
に
公
卒
な
-
評
を
試
み
る
。

著
者

ピ
o
E
H
W・
開

2
5
E
は
、
中
華
民
園
史
、
と
く
に
園
民
鴬
の
南
京

政
府
の
歴
史
研
究
で
著
名
な
皐
者
で
あ
る
。
邦
文
の
書
-
評
も
、

入
門
書
で
の
業

績
紹
介
も
あ
り
、
日
本
で
も
専
門
領
域
の
重
な
る
人
々
に
は
周
知
の
存
在
で
あ

む
)
一
九
二
九
年
の
生
れ
と
い
う
か
ら
、

本
年
で
六
一
裁
と
な
る
イ
リ
ノ
イ
大

撃
の
歴
史
皐
部
の
数
授
で
あ
る
。

書
嬉
よ
り
、
一

九
九

O
年
一
月
に

吋
吉

見

a
S
E
E
H
』N
3
3

門

U
P
H
R
-
S
N
1
|
』
唱
も
と
い
う
標
題
の
新
刊
の
編
著

が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
皐
出
版
よ
り
刊
行
噛既定
と
の
報
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
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月
以
降
と
努
更
さ
れ
た
た
め
、
拙
-
評
の
執
筆
に
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
著
者

の
若
述
略
目
録
を
作
成
し
て
み
る
と
、
一
連
の
業
績
は
政
治
史
製
に
ほ
ぼ
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
一
九
五
九
年
に
清
俳
戦
争
時
期
の
庚
東
の
排
外
運

動
を
扱
っ
た
論
文
を
夜
表
し
て
以
来
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
貨
に
多
く
の
著
述
を

出
し
て
い
る
。
本
書
に
あ
る
種
の
竪
買
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
政
治
史
鼠
干
の

分
野
で
重
ね
ら
れ
た
研
鍋
酬
を
反
映
し
て
い
る
部
俗
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
き
、

w
-T
・
ロ
ウ
ェ
は
書
評
論
文
の
な
か
で
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
の
盤
整
は
、
清
末

か
ら
民
園
時
期
の
政
治
史
の
再
検
討
に
お
い
て
堂
々
と
樹
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
枇
曾
経
済
史
の
分
野
を

論
じ
た
本
書
に
は
、
そ
れ
な
り
の
準
備
が
あ
っ
た
。

す
で
に
一
九
七
四
年
に
刊

行
さ
れ
て
い
る
叫
d
t
b
F。
ミ
さ
内
河
き
。
?
と
。
ョ
の
な
か
に
本
書
の
基
礎
が

論
述
さ
れ
て
い
る
、
け
れ
ど
も
、
ロ
ウ
ェ

の
批
評
は
、
般
格
な
響
き
を
も
っ。

「
不
適
確
と
は
い
え
な
い
が
、
社
合
経
済
史
の
統
合
者
と
な
ろ
う
と
す
る
こ
と

に
、
彼
は
幾
分
か
隊
隊
が
あ
る
よ
う
だ
」
と
か
、
あ
る
い
は
、
「
彼
自
身
の
研

究
か
ら
根
源
的
に
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
。
誤
解
を
避
け

る
た
め
断
っ
て
お
く
と
、
正
し
く
は
「
彼
自
身
の
祉
曾
経
済
史
研
究
か
ら
根
源

的
に
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
卑
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
イ
ー
ス
ト
マ

ン
は
、

彼
の
政
治
史
拳
の
う
え
で
の
過
去
の
業
績
を
骨
格
と
し
、
英
語
で
渡
表
さ
れ
た

他
者
の
就
舎
経
済
史
の
研
究
を
掻
取
し
、
一
つ

の
腫
系
と
し
て
提
示
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
ロ
ウ
ェ
は
、
さ
ら
に
「
否
定
的
な
面
か
ら
み
る
と
、
本
書
は
新

た
な
見
方
を
殆
ん
ど
提
示
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ナ
ク
イ
ン

ω
-
Z
2
5ロ

と
ラ
ウ
ズ
キ
ィ

明・

ω
-
m
E
E
E
の
紙
設
的
で
、
比
較
し
易
い
の
ど
ま
足

匂

3
3
3
H
Z
阿
武

F
5
5
P
3
q
と
、
そ
の
黙
A
m一
幸
に
も
好
一封

照
を
な
し
て
い
る
」
と
の
皮
肉
混
じ
り
の
批
評
を
隠
し
て
い
な
い
。

こ
の
皮
肉
を
こ
め
た
評
言
は
、
主
と
し
て
本
書
の
序
文
に
あ
る
「
近
代
初
期

明
白
ユ
可
玄
。
ι
0
2
3
2
。
ι」
と
い
う
、
西
洋
史
皐
か
ら
借
用
さ
れ
た
概
念
を

ど
の
時
期
の
中
園
に
適
用
す
る
の
か
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
イ
ー
ス
ト
マ

ン
と
評
者

ロ
ウ
ェ
の
見
解
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
。
著
者
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
、

一
八
六

O
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
中
園
の
祉
曾
経
済
は
、
従
来
の
様
態
と
比
べ
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
漸
進
的
な
鑓
化
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
、
ロ
ウ
ェ
は
、
そ
れ
に
射

し
一
七

0
0年
代
に
「
近
代
初
期
」
の
概
念
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た

め
、
ナ
ク
イ
ン
と
ラ
ウ
ズ
キ
ィ
の
共
著
へ
の
共
感
を
隠
さ
な
い
。
彼
ら
の
著
作

は
、
た
い
て
い
の
中
園
近
代
史
の
紙
読
書
が
阿
片
戦
争
か
ら
叙
述
す
る
こ
と
へ

の
知
的
な
不
満
か
ら
、

一
八
世
紀
を

「
近
代
初
期
」
の
な
か
で
も
最
も
躍
動
的

な
時
代
と
す
る
認
識
を
具
陸
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
部
で
清
代
の

祉
舎
の
事
典
的
な
解
説
を
行
な
い
、

第
二
部
で

一
八
世
紀
の
中
園
に
お
い
て
生

じ
た
努
化
と
中
園
杜
舎
の
多
様
性
を
設
明
的
に
論
じ
て

い
る
。
ロ
ウ
ェ
は
、

彼
ら
の
新
著
を
や
や
過
大
に
許
債
し
て
い
る
が
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
の
本
書
と
比

べ
る
と
、
彼
ら
の
知
的
な
挑
戦
を
支
持
す
る
意
義
は
理
解
で
き
る
。
イ
ー
ス
ト

マ
ン
は
、
阿
片
戦
争
後
の
ウ

エ
ス

タ
ン

・
イ
ン
パ
ク
ト
か
ら
中
園
の
近
代
化
を

説
明
し
よ
う
と
す
る
、
あ
り
き
た
り
な
見
方
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
ナ
ク
イ

ン
と
ラ
ウ
ズ
キ
ィ
は
、
一
八
世
紀
に
中
閣
は
自
主
的
な
力
で
、

「
近
代
初
期
」
と
稿
す
る
こ
と
の
で
き
る
段
階
へ
透
し
て
い
た
と
見
る
。
こ
の

仮
設
が
充
分
に
論
詮
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
評
者
は
最
終
的
な
断
定
を
避
け

る
が
、
不
可
と
評
す
る
の
は
酷
と
恩
わ
れ
る
し
、
仮
設
の
意
義
、
新
鮮
さ
、
濁

創
力
は
、
日
本
の
摩
界
で
も
-
評
僚
す
ベ
し
、
と
い
う
考
え
に
達
し
て
い
る
。

イ
ー
ス
ト
マ

ン
は
、
一
八
六

O
年
を
劃
期
と
し
、
一
九
四
九
年
ま
で
を

一
つ

の
時
期
と
観
る
。
洋
務
運
動
を
起
鮎
と
し
て
、
「
近
代
化
」
が
始
ま
る
が
、
そ

れ
は
「
初
期
」
性
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
は
、
何
ら
の
新
鮮
さ
も
な

い
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
中
園
研
究
の
主
流
を
構
成
す
る
ハ

1
ヴ
ァ

1
ド
謬
波
の
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竪
貿
な
皐
風
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
貼
だ
け
を
見
て
も
堅
貧
す
ぎ
る
位
な
の

で
あ
る
が
、
あ
え
て
新
味
を
求
め
る
と
、
一
九
四
九
年
以
降
に
「
近
代
」
を
求

め
る
黙
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
中
華
人
民
共
和
園
の
基
層
祉
舎
に
残
さ
れ
て

い
る
前
近
代
の
遺
物
に
封
し
、
あ
る
い
は
、
資
本
主
義
社
舎
と
し
て
確
立
し
た

蓬
湾
の
基
層
祉
曾
に
射
し
て
も
、
。
。
口
白
神
宮
ミ
の
概
念
で
総
合
し
よ
う
と
す

る
の
は
、
今
日
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
で
は
、
さ
し
て
新
し
い
愛
想
で
も
な

い
。
結
論
部
で
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の
中
園
入
社
舎
へ
の
批
評
が
な
さ
れ
る

が
、
そ
の
黙
で
、
い
く
つ
か
共
鳴
す
べ
き
い
く
つ
か
の
短
文
を
裂
見
す
る
の
は

容
易
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
中
園
研
究
の
理
論
性
能
の
限
界
を
知

る
も
の
に
と
っ
て
は
、
本
書
の
そ
れ
は
初
歩
的
で
、
臨
界
黙
の
一
百
一
向
み
に
も
達
し

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
、
以
下
に
各
章
を
紹
介
し
な
が
ら
問
題
の
所
在
を
確
認
し
て
お

く
。
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
、
第
一

章
に
「
人
口
・
成
長
と
移
住
」
を
配
置
す
る
。

人
口
一
統
計
上
の
努
化
、
人
口
成
長
に
伴
う
食
料
資
源
の
増
産
、
移
住
と
帯
園
の

領
土
披
張
、
開
拓
者
の
経
験
と
い
う
四
つ
の
小
節
か
ら
な
る
。
ナ
ク
イ
ン
と
ラ

ウ
ズ
キ
ィ
は
、
彼
ら
の
共
著
の
中
心
と
な
る
第
二
部
で
同
じ
テ

1
7
の
問
題
と

と
り
組
み
、

G
-
w
・
ス
キ
ナ
l
の
マ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
分
析
法
を
基
礎
に

人
口
増
加
、
経
済
成
長
の
地
域
的
な
多
様
性
を
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一

八
世
紀
に
お
い
て
、
蓬
湾
を
一
つ
の
マ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
準
ず
る
地
域
単

位
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
園
経
済
を
恩
系
の
成
長
過
程
、
も

し
く
は
停
滞
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
各
マ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ

ン
に
お
け
る
人
口
増
、
市
場
町
の
増
加
、
あ
る
い
は
豚
の
新
設
な
ど
の
面
で
の

成
長
率
の
多
様
性
を
論
讃
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
射

し
、
イ
ー
ス
ト
マ

ン
の
叙
述
は
、
経
済
皐
の
教
養
を
敏
い
た
、
卒
板
な
も
の
で

あ
る
。
彼
が
第
一

章
で
導
く
結
論
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
開
拓
者
が

移
住
先
で
経
験
し
た
政
治
、
経
済
的
な
質
陸
は
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
特
質

と
い
う
意
味
で
の
個
人
主
義
の
褒
展
に
寄
輿
し
な
か
っ
た
」
(
一
一
一一
、
四
頁
)

と
い
う
。
賢
明
な
讃
者
な
ら
ば
、
こ
こ
で
イ
ー
ス
ト
マ
ン
が
言
う

「、
近
代
」
の

意
味
と
、
そ
れ
を
生
む
意
識
の
構
造
を
察
知
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
開
拓
者
精
神
と
の
封
比
で
語
ら
れ
て
い
る
と
察
せ
ら
れ

る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
結
論
部
で
論
ず
る
の

g
2
2
4
の
核
に
、
中
園
人

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
知
見
が
再
び
登
場
す
る
。
人
口
史
を
論
じ

て
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
へ
餓
結
さ
せ
る
論
法
は
、
第
二
章
に
も
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
も
個
人
主
義
に
自
明
の
債
値
を
輿
え
て
い
る
。

第
二
章
は
、
「
中
園
杜
舎
に
お
け
る
家
族
と
個
人
」
と
い
う
、
ガ
イ
ド
風
の

叙
述
で
あ
る
。
小
見
出
し
を
紹
介
し
て
み
る
。
家
族
、
同
提
り
ゆ
く
婦
人
の
地

位
、
娘
た
ち
と
子
供
、
婦
人
と
結
婚
、
社
曾
的
な
相
互
作
用
の
内
賞
、
と
い
う

五
節
か
ら
な
る
。
本
章
の
結
論
は
、
中
園
人
の
祉
舎
的
行
局
の
性
格
、
つ
ま
り

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
、
地
位
の
上
下
、
個
人
間
関
係
、
面
子
の
三
つ
を
重
視
す

る
こ
と
に
求
め
る
貼
に
あ
る
。
男
女
卒
等
、
自
由
な
個
人
を
基
礎
と
す
る
「
近

代
社
舎
」

の
理
想
像
に
射
し
、
中
園
社
舎
に
お
け
る
男
性
優
越
主
義
の
持
縮
性

(
二
四
四
頁
)
が
強
調
さ
れ
る
。
彼
自
身
の
概
念
で
あ
る
の

S
2
Eミ
と

は
、
社
曾
経
済
史
皐
の
方
法
に
則
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
史

皐
が
習
俗
の
よ
う
に
用
い
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
へ
回
舗
し
て
い
く
も
の
な
の

で
あ
る
。
も
し
、
経
済
拳
に
立
脚
し
、
第

一
、
第
二
章
の
テ
1
7
を
扱
う
と
し

た
ら
、
人
口
成
長
・
移
住
と
の
相
闘
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
商
業
資
本
の
社
舎

統
合
睦
で
あ
る
習
と
、
清
代
に
お
い
て
も
再
生
さ
れ
て
く
る
宗
法
制
家
族
に
着

眼
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
著
者
が
そ
う
い
う
経
済
成
長
と
祉
舎
組
織
の
問
題

よ
り
も
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
に
締
結
す
る
の
は
、
社
舎
与
、
心
理
皐
に
支
え

ら
れ
た
政
治
皐
に
問
題
関
心
を
働
か
せ
る
方
向
で
ア
メ
リ
カ
流
の
知
的
活
動
の
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ベ
ク
ト
ル
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
評
者
が
著
者
の
た
め
に
惜
む
の

は
、
。
。
ロ
臼
g
ロ
ミ

と
の

rgmo
と
を
完
全
に
区
分
す
る
二
分
法
の
思
考
を
克

服
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
中
園
社
舎
の
持
綴
性
と
媛
容
と
は
、
究
態
を
注

意
深
く
観
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
側
面
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
、
繁
容

に
支
え
ら
れ
て
持
抑
制性
が
生
じ
る
し
、
持
綴
さ
れ
て
来
た
枠
組
に
即
し
て
袋
容

も
生
じ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
著
者
の
場
合
、
製
容
を
「
近
代
化
」
、
持
続
性

を
「
即
時
統
」
と
ほ
ぼ
同
義
に
お
い
て
、
二
分
法
的
な
思
考
で
、
歴
史
事
象
を
肯

定
的
な
「
近
代
化
」
、
否
定
的
な
「
侮
統
」

と
い

う
よ
う
に
、
正
か
、

負
か
、

と
剣
別
を
重
ね
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
第
三
一軍
で
あ
る
が
、
著
者
は
民
俗
信
仰
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

単
に
の
g
M
gロ
ミ
を
表
象
す
る
も
の
と
し
か
見
ょ
う
と
し

て
い
な
い
。
す

な
わ
ち
、
民
俗
信
仰
は
、
濁
立
し
た
組
織
的
な
強
さ
が
な
い
代
り
に
、

「
中
園

枇
舎
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
保
守
性
に
寄
輿
し
て
い
る
」
(
五
七
頁
〉
と
述
べ

る
。
け
れ
ど
も
、
城
陸
紳
信
仰
を
と
っ
て
み
て
も
、
一
商
業
の
護
淫
に
照
臆
し
た

時
代
か
ら
、
逆
に
保
守
性
に
寄
興
し
た
時
代
、

さ
ら
に
は
、
郷
紳
の
祉
曾
的
地

位
の
向
上
に
開
興
し
た
時
代
、
あ
る
い
は
民
族
主
義
の
精
神
文
化
に
資
し
た
時

代
も
あ
る
。
民
俗
信
仰
を
の

rgmo
と
の

g
2
2円
『
の
二
つ

の
相
が
同
一
の

事
象
の
な
か
に
不
二
の
閥
係
と
し
て
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
い
る
と

い
う
よ
り
、
著
者
の
思
考
法
の
壁
の
た
め
に
、
中
園
の
民
俗
信
仰
の
方
が
員
の

姿
を
見
せ
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
の

E
口
問
。
に
関
す
る
見
方
も
、
や
は
り
単
調
に
な
る
。
結
論

部
で
、
中
園
吐
曾
停
滞
論
を
批
判
し
、
「
中
閣
は
一
八
六

0
年
代
に
先
立
つ
三

百
年
徐
り
の
聞
に
、
諸
第
化

。
宮
ロ
四
2
を
経
験
し
た
。
そ
の
諸
後
化
は
多
方

面
で
現
わ
れ
、
喬一
園
の
土
蔓
と
人
々
の
生
活
を
一
努
さ
せ
た
」
(
二
四

一
一
良
)

と
言
う
。
そ
の
原
因
は
、
人
口
成
長
と
商
業
化
の
二
つ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
限
り
で
は
著
者
の
見
方
に
同
意
す
る
が
、
け
れ
ど
も
、
こ
の
の

F
E問。

に
封
し
、
改
め
て
前
述
の
の

g
M
gロ門司
を
強
調
す
る
の
で
、
最
後
の
結
論
は

停
統
の
持
鎖
性
の
再
確
認
へ
と
締
結
す
る
。
こ
の
粘
'
を
ロ
ウ
ェ
は
、
停
滞
論
を

批
剣
し
て
い
る
の
に
、

「
彼
は
ま
さ
に
停
滞
論
の
見
方
を
補
強
し
て
い
る
」
と

鋭
く
衝
く
。
評
者
か
ら
み
る
と
、

商
業
化
そ
れ
自
陸
が

の
o
E
Sロ
ミ

で
あ
る

と
同
時
に
、
。

E
ロ
問
。
で
あ
る
雨
義
性
を
も
っ
質
相
と
い
え
る
。
ま
た
人
口
成

長
も
移
住
も
、

宗
法
制
家
族
と
い
う

の
S
22
ミ

の
枠
を
通
じ
て
の
獲
化
で

あ
り
、
生
じ
た
繁
化
は
ま
た
持
綴
性
の
強
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、

停
統
と
近
代
と
い
う
術
語
に
は
、
所
輿
の
債
値
観
が
-内
在
し
て
い
る
。

そ
れ
に
封
し
、

持
績
と
出
炭
化
は
、
化
率
反
感
の
よ
う
な
現
象
に
も
適
用
で
き
る

分
析
的
な
、
つ
ま
り
、
客
観
的
な
位
相
で
の
術
語
で
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
マ
ン
の

穏
健
性
が
、
低
次
の
二
分
法
と
位
相
の
混
同
と
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
見
抜
く
の
は
き
し
て
困
難
な
作
業
で
は
な
い
。
後
に
論
ず
る
が
、
著
者
は

非
ハ

l
ヴ

ァ

l
ド
拳
仮
の
聞
学
者
の
業
績
を
図
版
を
含
め
て
引
用
、
縛
載
し
、
公

卒
な
よ
う
に
見
え
る
が
、
見
え
ざ
る
論
理
陸
系
に
ま
で
誤
解
力
が
及
ん
で
い
な

い
の
で
あ
る。

第
四
章
は
、

「
農
業

ぃ
概
観
」
と
あ
る
よ
う
に
、
基
礎
知
識
の
紹
介
で
あ

る
。
第
五
一軍
は
、

「二

O
世
紀
初
頭
の
農
業
部
門
」
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は、

著
者
の
農
業
経
済
へ

の
一
つ
の
皐
源
的
な
見
方
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

こ

の一
撃
の
副
題
は
、

「
農
民
の
窮
乏
化
問
題
」
と
あ
る
。

こ
の
窮
乏
化
に
つ

い

て、

著
者
が
「
搾
取
」
摩
源
と
命
名
す
る
見
方
、
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な

御
船
と
、
人
口
過
剰
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ィ
l
の
初
歩
性
に
求
め
る
新
マ
ル
サ
ス
主

義
の
見
方
と
の
後
方
に
封
し
、
否
定
的
な
立
場
を
表
明
す
る
。
で
は
、
イ
ー
ス

ト
マ
ン
は
ど
の
よ
う
な
新
し
い
見
方
を
確
立
し
た
の
か
。
農
民
の
窮
乏
化
は
一

九
三

0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
は
、
そ
う
い
う
事
買
は
な
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ぃ
、
と
事
質
解
樗
の
次
元
に
話
を
も
ど
し
て
い
る
。
歴
史
家
と
し
て
は
、
嘗
然

の
立
論
作
業
で
あ
る
が
、
拳
源
的
レ
ベ
ル
で
の
論
争
を
期
待
し
て
い
る
と
、
次

元
の
違
う
単
な
る
事
質
解
四
揮
を
提
示
す
る
だ
け
で
あ
る
。
批
列
さ
れ
た

二

つ

の
皐
汲
の
見
方
が
、
一
九
三

0
年
代
に
適
合
し
な
い
の
は
、
世
界
恐
慌
の
波
及

と
日
本
脅
園
主
義
の
侵
略
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
恐
慌
と
脅
園
主

義
侵
略
こ
そ
「
搾
取
」
撃
波
の
主
張
の
賃
設
で
あ
る
。
ま
た
、
新
マ
ル
サ
ス
主

義
を
代
表
す
る

M
・
エ
ル
ピ
ン
の
言
う
「
高
位
均
衡
の
ワ
ナ
」
と
い
う
の
は
、

一
九
三

0
年
代
の
窮
乏
を
説
明
す
る
理
論
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も

の
で
は

な

い
。
清
代
の
人
口
と
農
業
生
産
の
関
係
を
技
術
祭
化
な
き
朕
況
の
も
と
に
設
定

す
る
、
一
種
の
概
念
闘
で
あ
る
。
自
設
の
展
開
に
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
で
は
、

エ
ル
ピ
ン
を
引
用
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
彼
の
翠
設
を
紹
介
し
て
い
な
い
。
新

マ
ル
サ
ス
主
義
を
批
剣
す
る
以
上
は
、
エ
ル
ピ

ン
の

「
高
位
均
衡
の
ワ
ナ
」
の

概
念
を
グ
ラ
フ
を
用
い
て
示
し
た
園
を
紹
介
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

M
-
エ
ル

ピ
ン
の
示
し
た
成
長
限
界
に
闘
す
る
概
念
聞
は
、
現
代
に
ま
で
及
ぶ
、
中
園
農

業
経
済
と
商
業
化
に
闘
す
る
、
有
用
な
概
念
固
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

と
も
す
れ
ば
著
者
が
欧
米
の
研
究
を
公
卒
に
、
か
つ
完
全
に
理
解
し
て
い
る
と

思
い
こ
み
が
ち
で
あ
る
。
彼
が
「
商
業
化
」
を
努
化
の
原
因
と
指
摘
し
な
が
ら

も
、
そ
の
核
に
あ
た
る
農
村
定
期
市
に
関
す
る
ス
キ
ナ
l
の
業
績
の
紹
介
と
利

用
法
に
も
後
述
の
ご
と
く
疑
問
が
残
る
。
第
六
章
は
、

「
王
朝
時
代
末
期
の
一商

業
日
交
易
の
手
段
と
地
理
」
と
題
す
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
運
輸
、

度
量

衡
、
貨
幣
、
銀
行
、
定
期
市
シ
ス
テ
ム
、
八
大
地
域
、
外
園
貿
易
と
銀
経
済、

園
家
と
一商
業
仲
介
業
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
。
「
中
園
の
運
輸
シ
ス
テ
ム
は
、

一
九
世
紀
の
末
に
西
欧
人
が
見
出
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
複
雑
、
非
能
率
で
コ
ス

ト
の
高
い
も
の
だ
っ
た
」

(
一
O
三
頁
)
と
述
べ
る
。

一
九
世
紀
に
限
ら
ず
、

外
園
人
が
惇
統
的
運
輸
シ
ス
テ
ム
を
抽
出
し
て
観
察
す
れ
ば
、
誰
し
も
が
同
じ

結
論
に
達
す
る
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
末
を
見
る
な
ら
ば
、

汽
船
の
運
輸
へ
の

参
劉
に
よ
り
、
開
浴
場
都
市
開
交
通
の
設
逮
、
そ
れ
に
伴
う
交
易

・
物
流
ル
ー

ト
の
面
で
、
沿
海
、
内
河
交
通
に
新
た
な
活
気
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
新
生
面

は
、
第
八
章
で
扱
い
、
し
か
も
「
ウ
エ
ス
タ
ン

・
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
も
と
で
の

汽
船
と
銭
道
と
し
て
の

E
口
問
。
の
諸
相
と
し
て
の
み
扱
う
の
で
あ
る
。
度
量

衡
に
つ
い
て
は
、
材
料
が
全
く
不
足
し
て
お
り
、

一
頁
強
の
叙
述
に
終
っ
て
い

る
。
貨
幣
、
銀
行
の
項
も
、
日
本
の
研
究
か
ら
み
て
密
度
が
薄
い
。

定
期
市
シ

ス
テ
ム
と
八
大
地
域
は
、

G
-w
・
ス
キ
ナ
l
の
有
名
な
業
績
の
紹
介
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
俸
統
の
持
績
と
近
代
化
に
関
す
る
ス
キ
ナ
l
の
壮
大
な
理
論

を
全
く
紹
介
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
W
・
ク
リ
ス
タ
ラ
i
に
錬

っ
た
六
角
形
の
作
間
法
を
四
川
省
に
適
用
し
た
事
例
研
究
の
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
運
河
の
設
淫
し
た
地
域
で
は
、
こ
の
六
角
形
の
モ
デ
ル
は
適
合
し

な
い
。
こ
こ
で
は
、

M
・
エ
ル
ピ
ン
の
、

水
路
網
の
妥
遼
し
た
地
域
の
市
場
分

布
を
取
り
上
げ
た
事
例
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
エ
ル
ピ

ン
の
中
園

研
究
の
主
桂
と
な
る
業
績
で
は
な
い
。
エ
ル
ピ
ン
の
俸
統
の
持
績
と
近
代
化
に

闘
す
る
仮
設
で
あ
る
コ
間同
位
均
衡
の
ワ
ナ
」
を
全
く
紹
介
し
な
い
で
、

G
-
w
-

ス
キ
ナ
l
の
作
圃
法
の
紋
黙
を
補
な
う
事
例
研
究
の
み
を
高
く
評
債
す
る
。
更

に
、

G
-
w
・
ス
キ
ナ
l
の
八
大
地
域
区
分
を
肯
定
的
に
紹
介
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
が
こ
れ
を
地
理
皐
の
手
法
と
し
て
し
か
紹
介
し
て
い
な

い
の
は
、
ス
キ
ナ
l
の
一
意
園
と
大
き
く
反
す
る
。
彼
の
理
論
を
受
容
す
る
な

ら
、
自
立
的
な
地
域
経
済
皐
位
と
し
て
紹
介
し
、
軍
閥
割
懐
の
枇
曾
経
済
保
件

の

一
つ
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
、
八
大

地
域
の
経
済
自
立
性
よ
り
も
相
互
依
存
を
重
く
み
る
考
え
も
生
ま
れ
て
い
る
。

八
大
地
域
論
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
提
唱
者
の
皐
設
を
深
く
理
解
し
、
ま

た
、
そ
う
い
う
反
論
も
含
め
異
説
も
紹
介
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
の
、
外
薗
貿
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易
と
銀
経
済
の
節
は
、
陳
腐
な
沓
設
の
紹
介
に
終
っ
て
い
る
。
英
図
と
日
本
の

金
本
位
制
に
射
す
る
、
中
園
の
銀
本
位
制
の
特
色
、
制
到
比
す
ら
試
み
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
に
比
べ

る
と
、
「
行
政
」
の
本
質
に
仲
介
業
シ
ス
テ
ム
を
投
影
す

る
の
は
新
鮮
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
貨
幣
と
銀
行
の
項
よ
り
も
先
の
節

で
述
べ
な
か
っ
た
の
で
、
、
H

，z
r
B
r
o
z
mゅ
の

ODno三
氏

主
B
5
5『
巳
芯
ロ

と
い
う
巧
み
な
表
現
が
生
き
て
こ
な
い
。
第
六
章
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
混
雑
し
て

い
る
の
で
、
節
と
節
と
の
論
理
関
係
が
断
絶
し
て
い
る。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
政

府
の
形
式
的
な
管
理
の
下
に
あ
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
た
ち
の
、相
閣
の
経
済
と
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
が
、
全
園
市
場
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー

ク
と
銀
経
済
の
主
役
と
な

っ
て
い

る
様
態
を
活
篤
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
七
草
は
「
王
朝
末
期
の
製
造
業
日
産
業
革
命
に
失
敗
し
た
の
か

?
L
と
題

す
る
。
数
科
書
で
あ
る
が
た
め
、
こ
の
問
題
を
述
べ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
膨
大

な
人
口
は、

貧
し
い
な
が
ら
も
増
加
し
つ
づ
け
、
そ
れ
も
ま
た
努
働
力

コ
ス
ト

を
縫
績
的
に
低
下
さ
せ
る
よ
う
に
作
用
し
た
」
(
一
五
六
頁
〉
と
い
う
常
識
論

を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ
う
述
べ
る
な
ら
ば
、
前
述
の
新
マ

ル
サ
ス
主
義

批
剣
と
は
論
理
整
合
し
な
い
。
こ
の
逆
説
的
な
人
口
増
加
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
、

む
し
ろ

M
・
エ
ル
ピ

ン
の
解
樺
が
安
嘗
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
日
本
と
の
比
較

に
も
及
ぶ
が
、
そ
の
知
識
水
準
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。

第
八
一挙
の
「
ウ
エ
ス
タ
ン

・
イ
ン
パ
ク
ト
の
も
と
で
の
一
商
業
と
製
造
業
」
で

は
、
。

r
g問
。
に
闘
す
る
著
者
の
年
来
の
主
張
と
、
よ
く
蒐
集
さ
れ
た
素
材
に

支
え
ら
れ
、
叙
述
が
生
気
づ
く
。
節
の
小
見
出
し
を
見
て
お
く
。
外
園
貿
易
、

銀
行
業
、
汽
船
と
銭
道
、
外
園
企
業
、
中
園
の
所
有
す
る
近
代
産
業
、
戦
時

・

戦
後
の
産
業
界
、
工
業
の
遺
産
、
脅
園
主
義
の
イ

ン
パ
ク
ト
、
と
い
う
順
に

一

八
六

0
年
代
か
ら
の
努
化
を
述
べ
て
い
る
。
本
草
の
鍵
を
な
す
基
本
概
念
は
、

玄
O
L
O
B
-
2
2
0口
で
あ
る
。
中
園
の
。
近
代
化
。
は
、
日
本
に
比
べ

た
ら
か
遅

い
ψ

が、

巨
大
な
俸
統
社
舎
に
近
代
技
術
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
、
首
然
に
期

待
さ
れ
る
も
の
に
ほ
ぼ
近
接
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
本
章
を
結
ぶ
。

も
し
、

著
者
が

G
-
w
-
ス
キ
ナ
l
の

豆
町
r
2
5問
E
L
ω
0
2と

ω可
c
n
l

Z
E
E
-
N
C『
色
。

E
E
を
深
い
洞
察
力
で
読
み
と
っ
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
卒

板
な
解
答
に
自
己
満
足
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
イ
ー
ス
ト

マ
ン
が
本
章
で

述
べ
た
「
近
代
化
」
は
、
ス
キ
ナ
l
の
言
う
、
中
園
都
市
の
八
ラ
ン
ク
の
上
層

の
、
開
港
場
都
市
に
生
じ
た
近
代
化
な
の
で
あ
る
。
総
迭
水
準
の
低
い、

下
位

の
三
ラ
ン
ク
の
経
済
中
心
地

〈
市
場
地
〉
で
は
、
特
に
最
下
位
の
標
準
市
場
町

い
ち
ば

し

ゃ

が
増
加
し
て
一商
業
化
が
進
行
し
た
と
同
時
に
、
標
準
市
場
を
核
と
す
る
市
場
祉

配
が
侮
統
的
な
生
産

・
交
易
・

生
活
文
化
シ
ス
テ

ム
を
再
生
さ
せ
る
、
と
設
明

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
上
位
都
市
の

「
近
代
化
」
が
も
た
ら
す
、
下
位
都
市
の

「
一商
業
化
」
は
、
人
口

の
大
多
数
を
占
め
る
郷
村
部
に
活
性
化
を
刺
激
す
る

一

方
で
、
土
俗
に
精
気
を
吹
き
こ
む
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
キ
ナ
l
の
マ

l
ケ
ッ

テ

ィ
グ

・
シ
ス

テ
ム
か
ら
、
俸
統
枇
舎
の
再
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
穫
す
る
方
法

は
、
依
然
と
し
て
有
数
で
あ
ろ
う
。

第
九
章
は、

「
近
代
初
期
の
新
し
い
祉
舎
階
級
」
で
あ
る
。
新
し
い
祉
舎
階

級
と
は
、

郷
紳
に
基
礎
を
置
く

O
E
Hミ

に
源
流
を
み
る
。
節
を
追
う
と
、
ま

ず
王
朝
末
期
の
枇
曾
的
エ
リ
ー
ト
に

つ
い
て
、
主
と
し
て
張
仲
穫
の
業
績
に
縁

っ
て
述
べ

る
。
次
に
新
し
い
エ

リ
ー
ト
と
題
し
て
、
新
し
い
一商
人
、
知
識
人
、

軍
人
の
三
つ
の
階
級
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
次
に
都
市
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
、
政
治
的
支
配
者
た
ち
、

家
族
主
義
へ
の
挑
戦
、
と
論
を
進
め
る
。
こ
の
章

は
著
者
の
積
年
の
研
究
そ
の
も
の
で
あ
り
、
政
治
史
事
者

の
眼
が
生
き
て
お

り
、
本
書
の
な
か
で
最
も
良
質
の
部
紛
で
あ
る
。

第
一

O
章
は
、

「
祉
舎
の
か
陰
々
の
面

秘
密
結
社
、
無
頼
漢
と
反
目
」
に

つ
い
て
述
べ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
舎
黛
に
関
す
る
叙
述

で
あ
る
。

前
章
の

-194-
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。
陽
。
の
世
界
に
射
し
、
。
陰
。
の
世
界
を
針
照
し
て
、
革
命
を
論
じ
て
い

る
。
多
く
の
業
績
を
引
用
す
る
が
、
扱
う
針
象
が
庚
く
、
紙
幅
に
適
合
し
て
い

な
い
か
ら
、
散
漫
な
感
を
強
く
す
る
。
革
命
黛
が
曾
黛
を
利
用
し
た
こ
と
で
、

「
俸
統
へ
の
反
作
用
」
を
も
た
ら
し
た
と
肯
定
的
に
観
る
が
、
こ
こ
は
、
他
方

で
舎
黛
を
利
用
し
た
た
め
に
、
そ
の
俸
統
が
政
黛
の
な
か
で
持
績
し
た
と
い
う

。
反
作
用
。
も
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
九
、
一

O
章
は

祉
舎
史
と
し
て
は
評
債
し
う
る
が
、
経
済
史
の
歓
け
た
、
い
わ
ば
政
治
枇
曾
史

に
鱒
-
調
し
た
、
著
者
の
本
来
の
土
俵
で
の
勝
負
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
持
績
と
襲
化
、
と
題
す
る
短
い
結
章
の
部
紛
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
停
滞
論
批
剣
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ワ
ナ
に
白

か
ら
堕
ち
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
研
究
に
は
王
道
な
し
、
と
心
す
べ
き
で
あ

る
が
、
中
園
近
世
・
近
代
の
総
合
的
な
把
渥
は
、
知
的
探
求
の
劉
象
と
し
て
は

容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
著
者
が
園
民
革
命
を
ラ
イ
フ

・
ワ
l
p
と
し
て
、

そ
の
祉
舎
的
、

経
済
的
な
背
景
と
明
清
時
代
、
民
園
時
代
を
通
観
し
て
、
再
解

醐
伴
を
試
み
る
の
は
、
大
路
な
知
的
挑
戦
と
い

え
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
言

う
、
「
大
腸
な
」
と
は
、
決
し
て
良
い
意
味
で
は
な
い
。
政
治
翠
の
眼
で
歴
史

を
観
る
習
慣
か
ら
著
者
は
脱
皮
し
て
い
な
い
。
否
、
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
の
撃
滅
の
限
界
な
の
で
あ
る
。

経
済
風
干
の

皐
理
と
人
類
患
の
翠
理
か
ら
観
ょ
う
と
す
る

G
・
W
-
ス
キ
ナ
!
の
長
所
や
経

済
問
牢
に
根
ざ
す
新
マ
ル
サ
ス
主
義
の
魅
カ
を
畢
生
に
は
停
達
し
な
い
で
、
ア
メ

リ
カ
の
中
園
研
究
の
主
流
に
位
置
し
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
、
イ
ー
ス
ト

マ
ン
の

知
識
に
射
す
る
一
意
識
的
な
横
着
さ
に
劉
し
、

評
者
は
好
感
は
も
て
な
い
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
ア

メ
リ
カ
人
の
大
ま
か
さ
、
陽
気
さ
が
本
文
に
頚
を
出
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
野
球
が
普
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
に
、
牽
湾
の
あ
る
村
で

は
俸
統
的
な
火
祭
り
の
儀
式
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
(
二
四
四
頁
)
と
の
叙
述

は
、
「
近
代
」
に
関
す
る
彼
の
驚
く
べ
き
債
値
観
を
呈
示
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
の
撃
者
た
ち
は
、

M
-
ヴ
ェ
!
パ
l
の
中
園
研
究
の
重
厚
さ
を
ま
だ
掻
取
で

き
な
い
で
、

ア
メ

リ
カ
人
の
心
性
の
ま
ま
に
語
っ
て
い
る
。

本
書
に
は
、
何
の
債
値
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
英
語
文
献
を
検
索
す
る
小

事
典
と
し
て
観
れ
ば
、
役
に
立
つ
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
中
園
近
代
史
研
究

が
園
境
を
越
え
て
、
政
治
と
皐
娠
の
利
害
を
超
え
て
、
客
観
的
な
皐
術
の
世
界

に
達
す
る
の
は
、
遠
い
先
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
本
書
も

深
く
讃
め
ば
、
暴
汲
と
し
て
の
立
場
が
見
え
て
く
る
。
数
科
書
と
は
、
本
来
そ

う
い
う
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

註〈

1
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本
野
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